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 平成２５年１２月議会が１１月２７日から１２月２０日までの２４日間開催され、当初提出議案５２
件と追加補正予算１件、議員提出議案５件、委員会提出議案２件の計60議案について審議しました。追
加補正予算では「さいたまクリテリウムbyツールドフランス」の総事業費が当初計画より約２億円膨ら
んだことが判明。その要因として５５００万円の為替差損や想定外の費用と市は説明しているが、さい
たま国際観光協会や代理業務を担った企業の担当者の参考人意見聴取を実施したところ、意見のくい違
いや責任の所在、妥当性等についてあいまいな点が更に表面化したため審議未了の廃案となりました。 

Ｑ.公立保育園における知的障害児
や発達障がい児の入所枠数の拡大を
すべきと考えるが本市の見解を伺う。 

Ａ.本年度から、現行の育成支援制度の問題点を
整理し、制度の見直しを含めた検討を始めたとこ
ろでございます。今後、この検討の中で知的障害
児や発達障害児の入所数枠の拡大などを含め考え
てまいります。また、あわせて、現行の民間保育
所に対する補助制度等を見直すことで、民間保育
所における障害児の入所を促進していくことを考
えてまいりたいと思います。 
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  保健福祉委員会での議会質問より。 

Ｑ.障がい者生活支援センターの
更なる機能強化を進めるべきと
考えるが本市の見解を伺う。 

Ａ.障がい者生活支援センターについては、様々
な問題があると認識しております。ご指摘のあり
ましたように、相談をしたいときに相談ができな
いということでは困りますので、人員増を図りな
がらセンターの職員の質の向上、そのためにも
しっかりした研修に取り組んでいきたいというふ
うに考えております。 

Ｑ.ジェネリック医薬品差額
通知事業の促進について本市
の見解を伺う。 

Ａ.ジェネリック医薬品の利用率向上につながる
先進都市の施策などについても調査研究を行いま
して、さらにジェネリック医薬品の使用促進に努
めてまいりたいと考えております。 
 

昨年度１０万アクセスを突破！ 

 民間の就職情報サイト「マイナビ」に開設した
特設サイトが現在、好評を博している。これは、
昨年度からスタートしたもので、市内中小企業の
新卒採用情報が満載されている。同サイトの特徴
は、掲載費用について通常８０万円程度掛かって
いたものを、市が支援することによって５万円で
掲載できるようにしたこと。 
 この事業は、就職情報サイトと市が連携して、
就職活動している学生と、新卒採用を行う市内の
中小企業のマッチングを促すことが狙い。多くの
学生がウェブサイトを通じて就職活動を始める中、
新卒採用を希望する中小企業にとっては、サイト
への掲載に掛かる費用が負担となっていた。 
 さらに同事業は、「人事担当者向けプレゼン
テーション研修」や「面接官トレーニング研修」
など、マイナビがサポートする研修・サービスも
受けられるため、採用活動の経験が少ない中小企
業の育成にも役立っている。 
 市内の中小企業からは、「数人、採用すること
ができた。今後も続けてほしい」「サポートがす
ばらしく満足」「研修がとても勉強になった」と
喜びの声が寄せられている。 
 この取り組みは、私が総合政策委員会や予算委
員会で「新卒の学生の多くはハローワークではな
く、民間就職サイトを利用している」と指摘。そ
の上で、「市内の中小企業との雇用のミスマッチ
解消という観点から、就職支援サイトを活用した
事業を展開するべきだ」と一貫して訴え実現しま
した。これからも、市内の中小企業が元気になる
よう、さらに後押しをしていきたいと思います。 

さいたま市議会議員(緑区） 



平成 26年度予算編成並びに施策に対する要望書を市長に提出 

 

 

 

 

 

 

＜＜ 主 な 要 望 項 目 ＞＞ 

◇中学生以下へのインフルエンザ予防接種助成制度の導入検討 

感染拡大を防止し、医療費の削減に繋げるため、中学生以下へのインフルエンザ 

予防接種助成制度の導入を検討すること。 

◇小規模多機能型、小規模特養等の地域密着型介護サービス提供体制の拡充 

在宅介護での家庭の介護負担を軽減し、身近な地域で介護サービスを受けることができる小規模 

多機能型施設、小規模特養等、地域密着型介護サービスの体制整備を図ること。 

◇障害者就労環境の整備及び公共調達による障害者就労率の向上 

特例子会社の誘導策、障害者総合支援センターのジョブコーチの増員や職業訓練の充実など総合的な障

害者の就労環境の整備を図ること。また、障害者を多く雇用している企業に対し優先契約ができる新制

度、及び、事業者が多くの障害者を雇用するような誘導策を確立すること。 

◇殺処分ゼロを目指す動物愛護行政の推進 

野良猫のＴＮＲ（捕獲・不妊手術・元の生活場所に戻す）活動団体への支援、 

譲渡動物への去勢・不妊費用助成等、犬猫譲渡の推進策を実施すること。 

◇放課後児童クラブの待機児童の解消と時間延長及び対象学年の拡大 

待機児童の解消に向け、民間放課後児童クラブへの助成額の拡充、公共施設の積極的 

活用等で、施設整備を促進すること。併せて時間延長、対象学年の拡大を図ること。 

◇ 認可外保育園での同一世帯二人以上の在籍時の費用助成 

認可保育園については、同一世帯二人以上の在籍時の軽減措置があるが、認可外保育園への軽減措置が

無いため認可保育園との格差が生じるため、待機児童解消に向け、認可保育園以外にも同一世帯二人以

上の在籍時の軽減措置を設けること。 

◇区画整理事業の推進 

長期化の懸念される地区については、解決方策の積極的な検討・調査を早期に完了させて、 

街路事業との組み合わせや事業手法の変更による新たな事業計画を策定すること。 

◇特別支援教育体制の充実 

特別支援学級・通級指導教室の計画的な増設と、教員研修の充実、専門教育を受けた 

教員の積極的採用、学級等支援員の増員（特に特別支援学級未設置校への柔軟な加配） 

を行い、特別支援教育体制の充実を図ること。 

◇学校における子どものうつ病対策・メンタルヘルスの推進 

生活環境やいじめ等に起因する子どものうつ傾向が指摘されている。「うつ」は自殺の大きな要因であり、

子どものメンタルヘルスを進める専門的な体制が必要であることから「児童生徒の心のサポート 緊急

対応の手引き」運用のさらなる検証と、研修強化によるゲートキーパーの育成・全校配置を図ること。 

福祉施策を中心に５０項目にわたって課題ごとに具体的な政策要望をまとめ市長に提

出しました。「切実な市民の声」を実現するため施策化、予算化に向けて努力してまいり

ます。（内訳としては、防災関連３件、スポーツ文化関連５件、保健福祉関連 14件、子育

て関連６件、環境・経済関連４件、まちづくり関連 11 件、消防救急関連２件、教育関連

３件、その他となっています） 
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